
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タカラスタンダード株式会社 

2025 年 3 月期 中間期決算説明会 

証券コード 

7981  

開催日時   2024 年 11 月 6 日(水) 17：30～18：30 

スピーカー  代表取締役社長    小森 大 

        取締役 専務執行役員 管理本部長 白坂 佳道 

執行役員 管理本部経理部・財務部管掌 梅田 馨 

執行役員 経営企画室長       横木 和人 

方  法   オンライン開催 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

梅田 馨(以下、梅田)： 

執行役員 管理本部経理部・財務部管掌の梅田です。私からは 2025 年 3 月期中間期の決算概要について、

決算説明資料に沿ってご報告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

梅田： 

目次の次の 2 ページ目、決算ハイライトに移ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

梅田： 

表題に記載の通り、売上高は中間期で過去最高を更新。営業利益は二桁の伸びとなりました。 

売上高は 1,159 億円、前期比+1.1%。リフォーム向けは昨年に価格改定の駆け込み需要があった影響

で前年比はダウンとなりましたが、新築では特に首都圏を中心にマンション物件が好調に推移したこ

とで増収となっています。 

営業利益は 59 億円、前期比+12.3%。在庫削減などの合理化/コストダウンの効果など、昨年実施の価

格改定の効果により、二桁の増益となっています。 

当期純利益は 38 億円、前期比△12.3%。昨年度は投資有価証券の売却益を 11 億円計上したため、中

間期は減益となっています。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

梅田： 

次に 3 ページ、経営成績です。 

繰り返しの部分もありますが、全社では増収増益、売上高は 1,159 億円で前期よりも 12 億円の増加。

リフォーム向けは昨年に価格改定による駆け込み需要があり前年比ではダウン、新築では首都圏中心

にマンション物件好調で、全体では増収となっています。 

その下、売上総利益 396 億円、前期比+12 億円。合理化/コストダウンの効果、また昨年実施の価格改

定の効果で増益となっています。 

その下、販売費及び一般管理費は 336 億円。主に人財投資の増加で前期より 5 億円の増加となってい

ます。 

その結果、営業利益は 59 億円、前期より 6 億円増加、前期比+12.3%です。 

経常利益は 61 億円で、前期から 6 億円増加。 

親会社株主に帰属する中間純利益は 38 億円、前期より 5 億円減少。減少要因のうち約 8 億円は昨年

度の有価証券の売却益による影響です。 

上期の業績予想に対する達成率は右側に記載の通りです。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

梅田： 

1 ページ飛ばします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

梅田： 

5 ページ目、営業利益の増減要因を要因別に記載しています。 

まず、当期の営業利益は前期より 6 億円増加し、59 億円となりました。 

その増減として、まず売上要因として△14 億円。主にリフォーム売上の減少による要因となります。

昨年度の値上げによる駆け込み需要に対する減少となっています。 

次に価格改定による影響ですが、昨年度に実施した価格改定の影響として+56 億円。 

その次、在庫削減などによる合理化/コストダウンで+10 億円。 

他方、マイナス要因としまして、資材やエネルギー価格、仕入商品の値上げなどコストアップの影響

32 億円が利益減少要因となっています。 

その次に、人的資本投資関連が 5 億円のマイナス。 

その他、生産設備増強に伴う減価償却費の増加などによる 9 億円の減少。 

差し引き 6 億円増加の 59 億円となりました。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

梅田： 

その次 6 ページ、売上と営業利益率の推移です。 

記載の通りとなりますので、後ほどご確認お願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

梅田： 

次、7 ページ目は市場別の動向となっています。 

上から、新築戸建向け 347 億円、増減率+1.0%。 

新築戸建市場縮小のなか、近年取り組んできた戸建市場に特化した営業組織の再編による営業力強化

や優良ビルダーの開拓、シェアアップなど堅調に推移しています。 

新築集合向けは 386 億円で増減率+12.3%。大都市圏から地方まで物件の受注が好調に推移し、また

売上構成比の低い浴室の販売に関しては引き続き注力し、今期も二桁の伸びで推移しています。あわ

せて価格改定効果も寄与し、大幅増加となっています。 

リフォーム市場向けは 374 億円で増減率△8.0%。先ほどからお伝えしているように、昨年度実施の価

格改定の駆け込み需要により今期は減少している状況となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

梅田： 

1 ページ飛ばします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

梅田： 

9 ページです。 

キッチン・浴室・洗面化粧台、当社の主要三部門の販売状況です。 

キッチンの売上は 701 億円、前期より 21 億円の増加、増減率は 3.1%のプラス。新築集合向けの売上

増加に伴う木製システムキッチンが主に増加しています。 

浴室の売上は 279 億円、前期より 5 億円の減少、増減率は△2.0%。特にリフォーム市場での売上構成

比が高い浴室は減少となっています。 

洗面化粧台の売上は 131 億円、前期より 2 億円の増加、増減率は+1.6%。 

新築市場の好調、リフォーム市場のダウンの影響を受けた製品別の増減結果となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

梅田： 

1 ページ飛ばします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

梅田： 

11 ページ目、業界との出荷台数の動向比較です。 

市況の影響もありますが、前期の価格改定の駆け込み需要により、出荷台数は今期はやや低調に推移

しています。 

各製品別の業界比較は記載の通りとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

梅田： 

次に 12 ページの貸借対照表です。 

2024 年 3 月期末に対し、資産合計 30 億円増加の 2,717 億円。 

各科目の増減は記載の通りです。 

後ほどご確認願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

梅田： 

最後に 13 ページ、キャッシュフローの状況です。 

現金及び現金同等物は期首に比べ 21 億円増加、617 億円となりました。主な内容は下段に記載の通り

です。 

営業活動による資金の増加は 91 億円。 

投資活動による資金の減少は 52 億円、主に有形固定資産の取得による支出です。 

財務活動による資金は配当金の支払いにより 18 億円の減少となっています。 

 

中間期の決算に関しては、以上の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小森 大(以下、小森)： 

「足元の事業環境と今後の見通し」については、私よりご説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小森： 

まず、足元の事業環境について説明します。 

 

国内経済に関しては、全般的に緩やかな回復基調ということでありますが、先行きに関しては海外情

勢や物価高など、様々なリスクがあると認識しています。 

原材料価格は、当社の事業に影響が大きい冷延鋼板やナフサの値上げは足元落ち着いているものの、

引き続き高止まりしています。 

 

続いて、我々の営業の主体となる住宅市場に関して、まず新築市場については、人口減に起因する着

工戸数の減少は引き続き変わらない傾向です。同市場の先行きに関しては、住宅価格の高騰や住宅ロ

ーン金利の上昇が主なリスク要因と認識しています。 

 

当社の注力市場であるリフォーム市場に関しては、足元では若干厳しい状況で推移しています。ただ、

豊富な住宅ストックを背景とした、リフォームそしてリノベーション需要は今後拡大する見込みです

ので、当社にとって魅力的な市場ということには変わりはありません。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小森： 

このような状況下で、先ほどご説明の通り、上期業績は内容として多少想定と異なる部分もありましたが、

通期の業績予想は期初から変更せず、売上高は 2,391 億円 前期比 1.9%増、営業利益は 145 億円 前期比

16.7%増 営業利益率としては 6.1%、当期純利益は 97 億円 前期比 2.1%増を予定しています。 

 

上期が予想を若干下回っている以上、下期にそれを取り返す業績を上げる必要があります。そのためには、

やはり上期に伸び悩んだリフォームの改善が絶対条件となります。販売台数をいかに回復させるかが鍵と

なり、様々な施策に取り組んでいます。 

商品面では、この 8 月に、キッチンおよび浴室のボリュームゾーン商品の仕様を強化しています。また、物

価高が継続するなかで、ユーザーの予算に合わせた最適な提案ということを我々推進しています。加えて、

業界最多を誇るショールームでは、リフォーム後に変わった暮らしがイメージできるような提案内容へ見直

しを実施しています。こうした施策を徹底することでリフォームの早期回復を図ります。 

 

新築戸建市場は、引き続きシェア拡大に取り組むとともに、価格改定効果も一部残るため、上期同様に前

期並みの着地を目指します。上期好調だった新築集合市場においては、価格改定効果が継続するとともに、

現状はそれほど売上規模が大きくない、いわゆる高級物件への販売強化や、それと合わせて近年注力して

いる浴室の拡販を通して、下期も前期を上回る着地を目指します。 

 

これらに加え、在庫削減による物流費の圧縮などの合理化や各種コストダウン、これによって収益力の改

善を図ります。こうした取り組みにより業績予想を達成したいと考えています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小森： 

続いて、株主還元についても、期初の公表内容から変更はありません。 

 

配当金は、中間・期末それぞれ 28 円、年間 56 円となりまして、前期から 2 円の増配で、三期連続増

配となります。 

自己株買いは上限 20 億円を計画しており、これは下期に実行します。 

これらにより総還元性向は 60%水準を予定しています。 

 

当社では、今後も持続可能な成長基盤の構築に向けて、成長投資や経営基盤強化に資本を積極的に配

分するとともに、財務の健全性を維持しながら、株主還元の充実を図ってまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このスライド以降は今期のトピックスとなるため、お時間あるときにご確認をいただければと思いま

す。 

以上で私の説明とさせていただきます。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


